









































番号 性別 年齢 インタビュー時期 調査地 当時 現在の所属
A 女 60代 2012年 9月 26日 天津 四期生 大学教授（定年後）
B 男 50代 2012年 10月 11日 北京 二期生 大学教授
C 男 60代 2012年 10月 11日 北京 一期生 大学教授
D 男 60代 2013年 1月 9日 東京 一期生 非常勤講師
E 男 60代 2013年 4月 27日 東京 四期生 大学教授・経済学
F 男 50代 2013年 6月 25日 上海 四期生 大学教授
G 女 60代 2013年 6月 26日 上海 一期生 大学教授
















代，② 1966～ 1976年，文革により教育秩序が破壊された時代，③ 1976年以降，文革後の改革開放
により政治，経済，教育，文化などが回復し，言語教育も全面的に発展してきた時代，以上である。
改革開放以降の 1980年代の政策は，今日の言語教育に最も大きな影響を与えている。






















数は 4万人を超えた。その数は 1949年の中華人民共和国当時の 13.5倍となり，種類も 12か国語か
ら 41か国語まで拡大した（戴・胡：2009）。表 2のように，国は試行錯誤を繰り返しながら次々と新
しい政策を打ち出していったのだ。
（2）文化大革命（1966 ～ 1976 年）
文革期には中国の教育が破壊され，教育の質が低下した。とくに高等教育は大きく影響を受け，大






















2009）。1978年 8月 28日～ 9月 10日，北京で全国外国語教育座談会が開催された。この会議では，「外
表 2　1949～ 1966年の外国語教育政策
時期 題目 備考
1952年 3 月 「全国ロシア語専科学校の決定」 ロシア語人材育成の拡大
1954年 4 月 「政務院の全国ロシア語教学に関する指示」 ロシア語教育への指導
1954年 4 月 「1954年秋から中学校外国語科目設置の通知」 負担を軽減するため
1954年 11月 「中学校で外国語科目を廃止する説明の通知」 外国語科目を停止


























表 3　1980年から 1983年までの高等教育外国語専攻教師研修統計表 単位：人
1980年 1981年 1982年 1983年 合計
英 　 語 1,364 1,613 1,482 929 5,388
日 本 語 　117 　118 　120 120 　475
フランス語 　70 　18 　　0 17 　105
ド イ ツ 語 　60 　85 　56 47 　248











































































実 施 期 間 1980年～ 1985年，5年間
対 象 者 中国全土 162機関の大学現職日本語教師
研 修 の 規 模 年間 120名，計 600名（実際 594名）
日本人派遣教師 長期・短期　計 91名
研 修 の 場 所 北京語言学院内（当時）
研 修 の 目 的 中国人の日本語教師としての能力を高めること
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